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マトノヒメの死
一、はじめに
『古事記』垂仁天皇条には、マトノヒメという女性を巡る説話が記載される。マトノヒメ説話とも呼ばれるこの記事は、皇后サホビメの推挙によって、天皇に召上げられたミチノウシの娘の一人マトノヒメが、醜さを理由に返送されたことを恥じ、自ら死を迎えるという内容で 婚姻の失敗が女の死へ収束する。本文を引用すると以下の通り
（以下、本文に記された傍線等
は全て筆者による）
。
又、其の后の白しし随に、
美みちのうしのみこと
知能宇斯王
の女等、
比ひばすひめのみこと
婆須比売命
、次に、
弟おとひめのみこと
比売命
、次に
歌うたごりひめのみこと
凝比売命
、次に
円まとのひめのみこと
野比売命
、
并せて四柱を喚し上げき。然れども、比婆須比売命・弟比売命の二柱を留めて、其の弟王の二柱は、甚凶醜きに因りて、本主に返し送りき。是に、
円野比売
の慚ぢて言はく、 「同じ兄弟の中に、姿醜きを以て還さえし事、
隣ちか
き里に聞えむは、
是甚慚し」といひて、山代国の相楽 到りし時に、樹の枝に取り懸りて死なむと欲ひき。故、其地を号けて
懸さがり
木き
と謂
ひき。今、相楽 云ふ。又、弟 に到りし時に、遂に峻しき淵に堕ちて死にき。故、其地を号けて堕国と謂ひき。今、弟おとくに
国
と云ふ。

〈垂仁天皇条〉
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マトノヒメの死の意味について、先行研究では、価値意識による悲
劇（１）
やイハナガヒメ説話の再現による天皇の寿命規制
等（２）
が指摘される。このうち、先行研究において主として指摘されるのがイハナガヒメとの類似性である。当該説話は姉妹のうち醜い者が返送されるという点でイハナガヒメと類似 た要素を持っており、この点に注目した大𦚰由起子氏は、マトノヒメ説話の意味について、以下のように述べる。
「円野比売命」の物語が「木花の佐久夜毘売と石長比売」の物語と類似して描かれていることは、 『古事記』編述者が「円野比売命」の物語によって、天皇は天照大御神に繋がる血統の存在であるが、神代に定まった事によって、天皇の寿命が永遠不変・不老不死でなく、崩御するのだということを、 『古事記』上巻の神話の再現によって再確認させようとする意図に拠るものであると理解できるのではないか。よって「円野比売」の物語は（中略）次の物語「天皇の崩御」への前ぶれ、伏線としても読むべきであろ
う（３）
。
マトノヒメ説話が単なる挿話ではなく、他の話と有機的に繋がるという大𦚰氏の指摘は、 『古事記』説話が一貫性を持って配置されていることを指摘するものであり重要である。
しかし、イハナガヒメ説話では婚姻を断るニニギが「死」を負うのに対し、マトノヒメ説話では婚姻を断られたマトノヒ
メが「死」を負う点で大きく異なる。二つ 説話では「死」を負う対象が転倒しているのであり、マトノヒメ説話をそのままイハナガヒメ説話の再現と考えるのには疑問が生じる。
マトノヒメはなぜ死ななければならなかったのか。本考察では、マトノヒメの死をその婚姻の契機となるサホビメとの関
わりを中心に読み解き、 『古事記』がマトノヒメの死を語る 図を明らかにした 。
なお、マトノヒメ説話では姉妹であるウタゴリヒメも共に返送されるが ウタゴリヒメは名前 みの存在であり、他の場
面にも現れないことから、本稿では考察の対象からは外すこととする。
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二、マトノヒメの位置
マトノヒメ説話の文脈が辿りにくい理由の一つに、特に『古事記』においてミチノウシとその子の系譜・伝承が不統一で
ある点が挙げられる。 『古事記』 『日本書紀』におけるミチノウシ子女の関連記事は以下の通り。『古事記』
（四例）
①美知能宇志王、
丹たにはのかはかみのますのいらつめ
波之河上之摩須郎女
を娶りて、生みし子は、比婆須比売命。次に、
真砥野比売命
。次に、弟比売命。
次に、
朝みかどわけのみこ
庭別王
〈四柱〉
。

〈開化天皇条〉
②天皇（中略）
旦たにはのひこたたすみちのうしのみこ
波比古多々須美智宇斯王
の女、氷羽州比売命を娶りて、生みし御子は、
印いにしきのいりびこのみこと
色之入日子命
。次に、
大おほ
帯たらしひこおしろわけのみこと
日子淤斯呂和気命
。次に、
大おほなかつひこのみこと
中津日子命
。次に、
倭やまとひめのみこと
比売命
。次に、
若わかきいりびこのみこと
木入日子命
〈
五いつ
柱はしら
〉。又、其の氷羽州比売命の
弟、
沼ぬばたのいりびめのみこと
羽田之入毘売命
を娶りて、生みし御子は、
沼ぬまたらしわけのみこと
帯別命
。次に、
伊いがたらしひこのみこと
賀帯日子命
〈二柱〉
。又、其の沼羽田之入毘
命の
阿あざみのいりびめのみこと
耶美能伊理毘売命
を娶りて、生みし御子は、
伊いこばやわけのみこと
許婆夜和気命
。次に、
阿あざみつひめのみこと
耶美都比売命
〈二柱〉
。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈垂仁天皇条〉
③又、其の后を問ひて曰ひしく、 「汝が堅めたるみづの小佩は、誰が解かむ」といひき。答えて白ししく、 「旦波比古多々
須美智宇斯王の女、名は兄比売・弟比売、茲の二はしらの女王は、浄き公民ぞ。故、使ふべし」とまをしき。然れども、遂に其の沙本比古王を殺しき。其のい 妹も 亦、従ひき。 　　　　　　
 　　　　　　

　〈垂仁天皇条〉
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④当該説話（既出）
『日本書紀』
（三例）
⑤焉に、皇后、皇子を懐抱かしめて城の上を踰えて出て、因りて奏請して曰さく「 （中略）妾のみ
死みまか
ると雖も、敢へて
天皇の
恩
みうつくしび
を忘れじ。願はくは、妾が掌りし后宮の事は、好仇に授けたまへ。丹波国に五婦人有り。志並に貞潔し。
是丹波道主王が女なり。 （中略）掖庭に納れて、后宮の数に盈てたまふべし」とまをす。

　〈垂仁天皇五年十月条〉
⑥十五年の春二月の乙卯の朔にして甲子に、丹波の五女を喚して掖庭に納れたまふ。第一を日葉酢媛と曰ひ、第二を
渟ぬ
葉ば
田た
瓊にいりびめ
入媛
と曰ひ、第三を
真砥野媛
と曰ひ、第四を
薊あざみにいりびめ
瓊入媛
と曰ひ、第五を
竹たかのひめ
野媛
と曰ふ。
 〈垂仁天皇十五年二月条〉
⑦秋八月の壬午の朔に、日葉酢媛命を立てて皇后としたまひ、皇后 弟の三女を以ちて妃としたまふ。唯し竹野媛のみは、
形かたちみにく
姿醜
きに因りて
本もとつくに
土
に返しつかはしたまふ。則ち其の返しつかはさえしを羞ぢ、
葛かづ
野の
に到り、自ら輿より堕ちて死
る。故、其の地を号けて堕国と謂ふ。今し弟国と謂ふは訛れるなり。

　　　　〈垂仁天皇十五年八月条〉
各所伝をまとめたものが次の表１である。
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表１ 　ミチノウシの子女伝承
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
伝所
開化記系譜
垂仁記系譜
垂仁記サホビメ進言
垂仁記マトノヒメ条
垂仁紀五年十月条
垂仁紀十五年二月条
垂仁紀十五年八月条
名女子のシウノチミ
比婆酢比売命
　　　　
真
砥野比売命
弟比売命朝庭別王
（三女王一王）
氷羽州比売命沼羽田之入毘売命阿耶美能伊理毘命
（三女王）
兄比売弟比売
（二女王）
比婆須比売命弟比売命歌凝比売命
　　　
円野比売命
（四女王）
「丹波国有
二
五婦
人
一。志並貞潔。
是丹波道主王之女也。 （中略）当
下
納
二
掖庭
一、以盈
中
後宮之数
上。 」
（五女王）
日葉酢媛渟葉田瓊入媛
　　
真砥野媛薊瓊入媛竹野媛
（五女王）
日葉酢媛皇后の弟三人（渟葉田瓊入媛・薊瓊入媛・竹野媛）
（四王女）
係関のと皇天
「浄き公民」として后妃に推される
歌凝比売命・円野比売命は姿が醜い為に本土に還される
「志並貞潔」であるために後宮に推される
竹野媛のみ姿が醜いため、本土に還される
『日本書紀』がミチノウシの娘の婚姻を、整合性をもって記すのに対し、 『古事記』は記事間での差異が大きく、極めて文脈が辿り難い。ミチノウシとその子の系譜・物語の混乱について、三浦佑之氏は次のように述べる。
四人の娘及び父の伝承とその混乱の背景は、次のようにまとめることができる。父は丹波地方の県主で、朝廷と親密な関係をもつ家柄にあり、その政治的力はかなり強かったために、天皇の孫として系譜化され得たのであ
る（４）
。
三浦氏は系譜・伝承の混乱を、王権による系譜操作のためとする。また藤原茂樹氏は同じくミチノウシの娘の混乱について、
私一個の憶測にすぎないが、イリビメの存在がその亀裂の一原因ではないか。イリの名が「崇神・垂仁・景行の三代の
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皇族の名稱中に顕著に現れる」傾向をもつことは既に指摘がある。 （中略）私はこのイリビメの添加とみた
い（５）
。
と指摘する。ミチノウシの娘のうち「イリ」の名を持つのは②⑥の記事に見える「ヌバタノイリビメ」 「アザミノイリビメ」の二人である。藤原氏の指摘するよ に、崇神・垂仁・景行朝には「イリ」の名を持つものが多く見られ、その傾向は、ミマキイリビコ（崇神） ・イクメイリビコ（垂仁） イニシキイリビコ（垂仁皇子） ・ワカキイリビコ（垂仁皇子） ・ヤサカイリビメ（景行妃・成務母）など、天皇とその周辺の人物に顕著である。「イリビメ」を後次的付加とみた藤原氏の意見は、ミチノウシとその子の系譜・伝承とが別個に成立したことを指摘する点で重要である。それは、ミチノウシの娘と天皇と 婚姻関係 も表れている。図 　マトノヒメ周辺系譜
???????
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系譜は『古事記』開化天皇条の系譜記事を基にしたものである。マトノヒメの父ミノノウシは開化天皇の孫であり、これ
は『古事記』 『日本書紀』ともに変わらない。
系譜を見ると、垂仁天皇とマトノヒメら姉妹は世代が異なり、その婚姻は異世代婚であることが分かる。マトノヒメの姉
であるヒバスヒメは垂仁天皇皇后となり景行天皇やヤマトヒメらを生むが、両者の婚姻については西條勉氏が、
垂仁とヒバスヒメに注目してみると、この異世代婚は丹波系のミチノウシ王を日子坐王の系譜に接合して生じたものと思われ
る（６）
。
と指摘する。三浦氏や西條氏の指摘するように、ミチノウシとその子の系譜・伝承の乱れは、現行の皇統譜の作成過程で生じた歪みと捉えられよう。
また系譜を確認すると、垂仁天皇の前皇后サホビメは、マトノヒメらの「オバ」であることが分かる。しかし、先行研究
で指摘されるように、ヒコイマスとミチノウシの系譜が後次的接続ならば、ヒコイマスを接点とするサホビメとマトノヒメらの系譜的関わりも後次的なものであろう。サホビメがミチノウシの娘の推挙理由に「浄公民」 （ 『古事記』 ） ・ 「貞潔」 （ 『日本書紀』 ）を挙げ、血族的関わりに言及しないのも、本来、サホビメとミチノウシの娘らに血族的繋がりが無かったためとも考えられるのである。 　
なお当該説話の同話関係にある『日本書紀』⑦の記事は、 〈サホビメの推挙〉→〈ミチノウシの娘の召 上げ〉→〈 「醜」
なる女性の返送〉→〈女性の死〉とい 話の流れは当該説話と共通するものの、 『日本書紀』は返送された女性を「タカノヒメ」とし、マトノヒメとは異な 女性として描く。
このことは、垂仁天皇との婚姻に失敗した女性の名が、広くマトノヒメと伝えられていたのではないことを示していよう。
「マトノヒメ」と「タカノヒメ」が同一人物でないことは、 『日本書紀』⑥の記事が、ミチノウシの娘のうち「マトノヒメ」を第三女、 「タカノヒメ」を第五女とし、別の人物 して記しているこ からも明らかであろ 。
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三、イハナガヒメとの比較
続けて、当該説話との類似性が指摘されるとイハナガヒメ説話との比較を通し、二つの説話の差異を指摘したい。 『古事
記』イハナガヒメ登場場面は以下の通り。
是に、
天あまつひたかひこほのににぎのみこと
津日高日子番能邇々芸能命
、笠沙の御前にして、麗しき美人に遭ひき。爾くして、問ひしく、 「誰が女ぞ」と
とひし 答へて白ししく、 「大山津見神の女、名は神阿多都比売、亦の名は、木花之佐久夜毘売と謂ふ」とまをしき。又、問 く 「汝が兄弟有りや」ととひしに、答へて白ししく、 「我が姉、石長比売在り」とまをしき。爾くして、詔ひしく 「吾、汝と目合はむと欲ふ。奈何に」とのりたまひしに、答へて白ししく 「僕は、白すこ 得ず。僕が父大山津見神、白さむ」とまをしき。故、其の父大山津見神に乞ひに遣りし時に、大きに歓喜びて、其の姉石長比売を副へ、百取の机代の物を持た めて、奉り出 き。故爾くして、其の姉は、
甚いとみにく
凶醜
きに因りて、見畏みて返し送り、唯に其の
弟木花之佐久夜毘売のみを留 一宿、婚を為き。爾くして、大 石長比売を返し に因りて、大きに恥ぢ、白し送り 言ひ 女二並に立て奉 し由は、石長比売を使はば、天つ 御子の命は、雪零り風吹くとも 恒 石の如く て 常に堅に動かず坐さむ、亦、木花佐久夜比売を使はば、木の花の栄ゆるが如く栄え坐さむとうけひて 貢進りき。此く、石長比売を返らしめて、独り木花之佐久 毘 のみを留むるが故に、天つ神御子の御寿は、木の花のあまひのみ坐さむ」とい き。故是を以て 今に至るまで、天皇命等 御命は 長くあらぬぞ。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
この話は、降臨した皇孫ニニギが、オホヤマツミの娘コノハナノサクヤビメに求婚するも の、ニニギはオホヤマツミの
マトノヒメの死
三三
差し出した二女のうち、美しい妹のコノハナノサクヤビメのみを留め、醜い姉のイハナガヒメを返送したため、命の有限性を負うというもので、天皇の命の有限性の起源が記される。
先行研究で既に指摘されているように、イハナガヒメ・マトノヒメは醜さを理由に返送されるという共通点を持つ。また
二つの説話は内容的な類似だけではなく、用字 上でも類似が認められる。当該箇所の原文を挙げると以下の通り。〈マトノヒメ説話〉　其弟王二柱者、
因
二甚凶醜
一、返
二送本主
一。
〈イハナガヒメ説話〉　故爾、其姉者、因
二甚凶醜
一、見畏而返送 唯留
二其弟木花之佐久夜毘売
一以、一宿、為
レ婚。
『古事記』における「凶醜」の語は、イハナガヒメ・マトノヒメの容貌にのみ使用される。戸谷高明氏は「凶醜」の語について、
古事記の「凶醜」でいえば、イハナガヒメの醜さは拒否されることによって「天皇命等」の命が長くないという不吉な結果を、また丹波の二人の醜さはその一人マトノヒメの死という不吉な結末をまねく。古事記はこれら女性の醜さが尋常でないことを強調する意図で「凶醜」という表現を案出したものと考えられる。漢字本来の語義をそ ぞれ活かした連文表現として「凶醜」を読むことによって、その意図 理解 ことになるであろ
う（７）
。
と述べ、 『古事記』がイハナガヒメ・マトノヒメの容貌の異様さを形容するために「凶醜」の語を案出したとする。同じ「凶醜」の語の使用は、 『古事記』がイハナガヒメ・マトノヒメに共通の意識 持って たことを表していよう。 『日本書紀』に
マトノヒメの死
三四
「凶醜」の語が見られないのも、この語が『古事記』独自の要素であることを示している。
イハナガヒメ・マトノヒメが「醜」なる存在であるのに対し、神や神妻、天皇の妻は、多く「美」なる存在として描かれ
る。 『古事記』における「ウルハシ」の例をまとめたものが次の表２である。
表２ 　『古事記』の「ウルハシ」の用例語
対 　　象
用 　　例
記載箇所
麗
①オホナムチ②オホナムチ③ホオリ④ホオリ⑤オホモノヌシ
①成
二麗
壮夫
一
①
麗
神、来。
②有
二麗
壮夫
一。
③甚
麗
壮夫也。
④忽成
二麗
壮夫
一。
①上巻・オホクニヌシ条②上巻・オホクニヌシ条③上巻・トヨタマビメ条④上巻・トヨタマビメ条⑤中巻・崇神天皇条
美麗
①コノハナノサクヤビメ②セヤダタラヒメ③オホモノヌシ④エヒメ・オトヒメ⑤ミヤヌシノヤカハエヒメ⑥カミナガヒメ
①遇
二麗美
人
一。
②其容姿
麗美
故、
③有
二麗美
壮夫
一。
④其容姿
麗美
⑤
麗美
嬢子
⑥其顔容
麗美
①上巻・コノハナノサクヤ②中巻・神武天皇条③中巻・崇神天皇条④中巻・景行天皇条⑤中巻・応神天皇条⑥中巻・応神天皇条
麗美
①赤玉の化した乙女②吉野の童女
①即化
二美麗
嬢子
一。
②其形姿、
美麗
。
①中巻・応神天皇条②下巻・雄略天皇条
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『古事記』は神や神妻・天皇の妻の容姿を描く際、多く「ウルハシ」と形容する。容姿端麗はその存在を特別なものとして示し、神聖さを付与する要素の一つと考えられよう。「美」たる存在が多く語られる中で、 「醜」が語られることにより、その存在はより際立つ。そして『古事記』はイハナガヒメ・マトノヒメを単なる「醜」ではなく「凶醜」とすることで、この女性たちを一層特異な存在として描き出すのである。
「凶醜」の語は『古事記』によって案出された言葉であり、婚姻の失敗を女の「凶醜」に負わせる『古事記』説話は、口承のレベルとは異なる段階の説話といえるだろう。
またイハナガヒメ説話とマトノヒメ説話の表現上の共通性に注目した三浦佑之氏は、二つの説話の関係について、
この両伝承の表現はほとんど同一といってよい。片方が返され片方は結婚するという構成上の符合だけではなく、両者の用字にも多く 一致が認められる。 （中略）こうした表現上の一致は、両者が単に類型伝承の関係にあるという以上の親密さを有しているとみてよかろう。 （中略）旧辞の段階に原型が存在していたとみることができるなら、一方を手本にし参照しながら、一方が書かれたものだと極言する とも可能なほどであ
る（８）
。
と指摘する。内容的・表現的な共通性 、イハナガヒメとマトノヒメの説話が密接な関わりを持って形成されたこと 示していよう。
しかし、イハナガヒメの「凶醜」がコノハナノサクヤビメの「麗美人」
（表２）
の対照的存在として描かれるのに対し、マ
トノヒメらは、サホビメの「浄き公民ぞ。故、使ふべし」という進言を理由に召し上げられたのであり、婚姻と容姿とは本来関わりがなかった。「浄」は『古事記』では当該箇所のみに用いられ、諸本ともにこの箇所に異同はな
い（９）
。 「浄」は、王道に従う、儒教的な徳
の概念・精神的高潔さを表わす言葉と考えられ
る
）（（
（
。 「浄」という精神的高潔さは、美醜という視覚的・具体的なものと比べ、
より抽象的な事柄であるといえる 精神的な 」を理由とする婚姻は 明らかに類型的な古代婚姻譚か は逸脱した新し
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い婚姻のかたちであ
り
）（（
（
、イハナガヒメの場合とは異なる婚姻のかたちが示されている。またイハナガヒメとマトノヒメには
以下の点でも注目すべき差異が存在する。
〈マドノヒメ説話〉 　因
二甚凶醜
一、返
二送本主
一。
〈イハナガヒメ説話〉 　因
二甚凶醜
一、
見畏而返送
イハナガヒメの「凶醜」が「見畏」む対象であるのに対し、マトノヒメ説話は「見畏」の語を用いない。 『古事記』における「見畏」の用例は、以下の通りである。
①
 是に、伊耶那岐命、
見畏みて
逃げ還る時に

〈黄泉国条〉
②
 是に、天照大御神、
見畏み
、天の石屋の戸を開きて、刺しこもり坐しき。

〈天石屋戸条〉
③
 イハナガヒメ説話〈前出〉
④
 爾くして、其の御子、一宿、肥長比売に婚ひき。故、窃かに其の美人を伺へば、蛇なり。即ち、
見畏みて
遁逃げき。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈垂仁天皇条〉
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⑤
 爾くして、其の肥長比売、患へて、海原を光して船より追ひ来つ。故、益す
見畏みて
、山のたわより、御船を引き越
して、逃げ上り行きき。 　　　　　　　　　

〈垂仁天皇条〉
⑥
 故、其の酣なる時に臨みて、懐より剣を出し、熊曾が衣衿を取りて、剣を其の胸より左し通しし時に、其の弟建、
見
畏みて
逃げ出でき。 　　　　　　　　　　　

〈景行天皇条〉
また類例として、以下が挙げられる。
是に、其の言を奇しと思ひて、窃かに其の方に産まむとするを伺へば、八尋わにと化りて、匍匐ひ委虵ひき。即ち
見驚
き畏みて
、遁げ退きき。 　　　　　　

〈トヨタマビメ条〉
①はイザナミの姿をイザナキが見て恐れを抱く場面、②はスサノヲの乱暴にアマテラスが恐れを抱く場面、③は前掲のイ
ハナガヒメ、④⑤は垂仁天皇の皇子ホムチワケがヒナガヒメの正体を蛇と知り恐れを抱く場面、⑥はヤマトタケルの行為にオトタケルが恐れを抱く場面で、何れも見た者が「恐れ」の感情を抱く点で共通している。このことは三浦佑之氏が、
古事記には石長比売伝承も含めて数例、 〈見畏而〉という語句をもつ伝承がある。そして、そのいずれの場合も、 「 〈見畏〉む主体は、相手の神的性格の顕現に対して感性的な畏怖を催す」と語られてい
る
）（（
（
。
と述べる通りである。相手の神的性格の顕現に対する畏怖という点は、類例に挙げたトヨタマビメの出産場面でも同様であろう。
また「見畏」の例のうち④⑤がマトノヒメと同じ垂仁天皇条の出来事とされることは注目される。ヒナガヒメは「蛇」 、
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マトノヒメは「凶醜」という点で、共に他とは異なる特異な存在として描かれている。しかし同じ垂仁天皇条の記事でありながら、 『古事記』がヒナガヒメに用いた「見畏」の語をマトノヒメに用いないのは、マトノヒメの「凶醜」が畏敬の対象では いことを表していよう。
イハナガヒメに見られた「醜」なる女性の霊威を、マトノヒメ説話はその文脈の中で排除している。イハナガヒメと同じ
話型を利用し マトノヒメ説話は、婚姻の失敗を婚姻を断られた女の敗北として描き、主題を巧みにすり替えているのである。
四、サホビメとの関係
続けて、マトノヒメらとサホビメとの関わりを確かめていきたい。 『古事記』サホビ 進言場面は以下 通り。
又、其の后を問ひて曰ひしく、 「汝が堅めたるみづの小佩は、誰が解かむ」といひき。
答えて白ししく、 「
旦たにはのひこたた
波比古多々
須すみちのうしのみこ
美智宇斯王
の女、名は
兄え
比ひ
売め
・
弟おと
比ひ
売め
、茲の二はしらの
女をみなみこ
王
は、
浄きよ
き
公た
民み
ぞ。故、使ふべし」とまをしき
。

　〈垂仁天皇条〉
反乱したサホビコに従うサホビメに、垂仁天皇が後任者を尋ねると、サホビメはミチノウシ娘であるエヒメ・オトヒメの二人を忠誠心のある人民として推挙した。
本文に見える「其の后」の語が、皇后サホビメを指すことは諸氏異論がない。 「其の后」の語は、マトノヒメ説話冒頭にも、
「又、其の后の白しし随に（中略）并せて四柱を喚し上げき。 」として見える。説話の冒頭に「又、其の后の白しし随に」の
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一文が置かれることで、マトノヒメ説話は、サホビメ進言と有機的に繫げられるのである。
サホビメが後任の后妃の推挙基準に精神的な「浄」を挙げたのは、ミチノウシの娘であれば、自身のように反天皇的行為
に及ぶことはないという を表すためと推察される。
その推挙において、サホビメはミチノウシの娘らを「公民 と称する。 「公民」は『古事記』では当該条のみに見られる
語であり、本居宣長 、
浄公民とは、
伎キ
余ヨ
伎キ
意オ
富ホ
美ミ
多タ
訶カ
羅ラ
と訓べし、公民とは、奴婢に對へて、良人を云稱にて、古書に常多く見ゆ、孝徳紀に
は、王民ともあり良良︳人良︳男良︳女などと共に、皆意富美多訶羅と訓
り
）（（
（
とし、 「公民」を良民の意とする。また『日本書紀』には以下の例が見られる。
①是の歳に、皇太子・島大臣、共に議りて、天皇記と国記、臣・連・伴造・国造・百八十部、幷せて
公民
等の本記を録す。
〈推古天皇二十八年是歳条〉
②国司等に詔して曰はく 「天神の所奉寄せたまひし随に、方今し始めて万国を修めむとす。
凡そ
国家の所有る公民
、大
に小きに所領れる人衆を、汝等任に之りて（下略） 」

〈孝徳天皇大化元年八月丙申朔条〉
『日本書紀』に見える「公民」は「天皇や朝廷に直属の部民」の意 され
る
）（（
（
。 「公民」は良民また朝廷に仕え職務を行う者
の名称であり、王女であ ミチノウシの娘らに の語を用いることには違和感が生じる。王族に対して「民」は通常用いられない言葉であり、このことは、先述の如くミチノウシと王家の系譜 後次的に接続されたこと 関係していよう
またミチノウシの娘はサホビメによって天皇に献上されたのであり 姉妹の婚姻は父ミチノウシではなくオバのサホビメ
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によって決定されている。サホビメによるミチノウシの娘らの推挙の意図について川上順子氏は、
丹波比古多々
湏
美知宇斯王（丹波道主王）の女たちが垂仁天皇の宮廷に喚上されるきっかけは、前の后である沙本毗売
命の推挙によるものである。まず沙本毗売命は、宮中における沙本毗売命の職掌を継ぐべきものとして、丹波道主王の女である兄比売・弟比売を推挙する。次に推挙された四人の丹波道主王の女たちが喚上され
る
）（（
（
。
と述べる。川上氏はサホビメが自身の職掌の継承者として、 たちを推挙し、そして娘たちが召し上げられたとする。
しかし、サホビメ進言と召し上げをそのまま素直に連続したものとして読むことは出来ない。 『古事記』は、サホビメ進
言とマトノヒメ説話とを「其の后」の語で結び付けることにより、垂仁がサホビメの推挙通り、新しい后妃を迎え ように描いているものの、サホビメが推挙した「兄比売」 「弟比売」なる名の人物は、実際には垂仁天皇の系譜記事 は見 ないのであ
る
）（（
（
。これは、 『古事記』がサホビメの進言を実行したように装いながら、実際にはサホビメの進言を実行していない
ことを表していよう。
サホビメ進言と召し上げとに整合性を持たせるため、 「兄比売」を垂仁天皇の皇后となるヒバスヒメ、 「弟比売」をヒバス
ヒメの複数の妹に当 る見方 あるもの
の
）（（
（
、ここで重要となるのは、 「兄比売」 「弟比売」を他のヒメに当てはめることでは
なく、 『古事記』が二つの記事に整合性を持たせなかった意味を考えることではないだろうか。『古事記』が一貫性をもって形成される一つの作品ならば、二つの説話の齟齬は書き手の見落としではなく、意図的なものであると考えられる。 『古事記』が志向するのは、二つの説話を、整合性をもっ 記すことではなく、整合性を欠いたかたちで結び付けることにより、サホビメ進言を「二王女推挙」→「四王女の召し上げ」という矛盾した文脈の中で 行させるかたち 破綻させることであると考える。『古事記』がサホビメを排除しようとするのは、この女性が「サホビコ」 「サホビメ」 対で現れるように、父系的な皇統
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譜によって否定される、旧秩序的なヒメヒコ制の象徴であることと関係していよう。サホビコ・サホビメの母は『古事記』開化天皇条に、
日子坐王（中略）
春日建国勝戸売が女、名は沙本之大闇戸売
を娶りて、生みし子は、沙本毘古王。次に袁耶本王。次に、
沙本毘売命、亦の名は、佐波遅比売
〈此の沙本毘売命は、伊久米天皇の后と為りき〉
。
とあるように、母系の系譜が示される。母系は父系に対して古い系譜 形であり、 こにもサホビメが背負う旧秩序的な世界を垣間見ることが出来る。またサホビコ・サホビメの死とヒメヒコ制の終焉については、倉塚曄子氏に次のよ な論がある。
ここでこの物語が垂仁期のこととして語られていることの意味を見落としてはならない。わたくしは先に、サホヒメ物語がヒメヒコ制の終焉をかざる物語だといった。 （中略）神武から、国家的神祇制度を整えその功業のゆえ ハツクニシラシシス ラミコトとたたえられた崇神に至る道程は、古事記 語る歴史におい 、王権が諸豪族の「ヒメ」を貢上させることによって祭祀権を集中させていく過程でもあった。 （中略）すなわちヒメヒコ制 終焉させることによって初めて「ハツクニシ ス」こ 可能になったのだ。崇神垂仁景行三代 系譜にヒメ コの関係 示す対 名 同母兄弟が集中し、それ以降は稀になる いうのも、記紀 編者にとっ この時期がヒメヒコ制の一大転期として認識されていた証拠であろう。それはヒメヒ （兄妹）にとっ 重大な危機であった。だからこそこの話は、他のどん 時代でもないまさに垂仁朝の物語であっ
た
）（（
（
。
ヒメヒコ制という旧秩序の存在であるサホビメは、時代の変遷によってもたらされた新たな体制の中で、死ななければな
らない存在であった。サホビメの進言が実際には実行されないのも、サホビメの力を排除していくためであろう。
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五、マトノヒメの死
続けて、マトノヒメが死に至る過程を確認したい。マトノヒメの死の理由は、醜さを理由とした返送による「ハヂ」であ
る。
是に、円野比売命の
慚ぢて
言はく、 「同じ兄弟の中に、姿醜きを以て還さえし事、
隣ちか
き里に聞えむは、
是
甚いと
慚はづか
し
」とい
ひて（中略）死なむと欲ひき。
マトノヒメは、姉妹の中に醜さを理由に返送された者が居ることが隣里に知られることを「ハヂ」 （慚） 、自ら死を志向する。「浄公民」ゆえに推挙されたミチノウシの娘のうち二人が「醜」ゆえに返送される点は、サホビメ進言とマトノヒメ説話とが後次的に繋げられたことを表している。
比較のため『古事記』における「ハヂ」の場面を確認すると以下のようになる。①
 伊耶那岐命、見畏みて逃げ還る時に、其の妹伊耶那美命の言はく、 「
吾に辱を見しめつ
」といひて、即ち
予よ
母も
都つ
志し
許こ
売め
を遣して、追はしめき。 　　　　　　　　　　

〈黄泉国条〉
②
 爾くして、大山津見神、石長比売を返ししに因りて、
大きに恥ぢ
、白し送りて言ひしく、

〈イハナガヒメ説話〉
③
 是に、其の言を奇しと思ひて、窃かに其の方に産まむとするを伺へば、八尋わにと化りて、
匍はらば
匐
ひ
委よもご
虵
ひき。即ち見
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驚き畏みて、遁げ退きき。爾くして、豊玉毘売命、其の伺ひ見る事を知りて、
心恥しと
以お　も
為
ひて
、乃ち其の御子を生
み置きて、白さく、 「
妾あれ
は、恒に海つ道を通りて往来はむと欲ひき。然れども、
吾が形を伺ひ見つること、是
甚いと
怍はづか
し
」
とまをして、即ち海坂を塞ぎて、返り入りき。 　　　　　　　　　　　　　

〈トヨタマビメ条〉
④
 当該説話〈前出〉
右①③では、見るなの禁が課された上で、姿を見られたものが「ハヂ」 、夫婦に永遠の別離が生じる。また②はイハナガ
ヒメの父オホヤマツミが登場する点で新しいものの、オホヤマツミの「ハヂ」が、マトノヒメのように、不特定多数に向けられていない点は①③と同じである。
マトノヒメの「ハヂ」 「隣里」という不特定多数、共同体の外部に対する感情である。マトノヒメの「ハヂ」は返送
という行為そのも ではく、 「隣里」に聞こえる（噂になる）ことに向けられており、これは イハナガヒメ説話 おけるオホヤマツミの「ハヂ」が返送という行為そのものに向けられていることとは対照的である。
またマトノヒメの「ハヂ」の特異性 『日本書紀』と比較しても明らかである。当該説話の同話関係にある『日本書紀』
垂仁天皇十五年八月条は、タカノヒメの「ハヂ」を、　則ち
其の返しつかはさえしを羞ぢ
、葛野に到り、自ら輿より堕ちて死る。
とする。タカノヒメの「ハヂ」は返送された事柄自体を「ハヂ」るものであり、その「ハヂ」はイハナガヒメを返送されたオホヤマツミのそれと似た要素を持つ。 「隣里」の噂を気にして死に至るという展開は『古事記』独自のものである。
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なお、当該説話を見ると、返送された時点では、返送は隣里には聞こえておらず、隣里に聞こえるというのは、あくまで
マトノヒメの想像であることが分かる。マトノヒメの死は自己完結したものであり、 『古事記』はマトノヒメを他者による強制ではなく、自ら物語から退場させているのである。マトノヒメの死に関する新しさは、既に藤原茂樹氏に以下のような指摘がある。
死に方に違いは見えるが、ヒメが恥ゆえに死ぬというモチーフは記紀両話に共通している。ところが、容貌上の理由から返される恥辱を受けた女性が必ずしも死なないことは、この物語形成になんらかの影響を与えているイハナガヒメ（神代記・神代紀一書第一）自身が死を遂げる結末をもたないことが証明している。すると、丹波王女が返し送られたことを恥として死を選びとったとすれば、それは醜い女神の神話を物語に加工した際に生じたそれまでにない人物造形だといえる。したがって、地名起源 してはかなり作られてい
る
）（（
（
。
イハナガヒメの場合に明らかなように、醜さによる返送は必ずしも女に死をもたらさない。マトノヒメと同じく醜さゆえに返送されたウタゴリヒメの死が描かれないことも 醜さによる返送が、 性の死に直結し ことを示していよう。マトノヒメ説話は単なるイハナガヒメ説話の再現ではないのであ 。
また『古事記』はマトノヒメの死への行路を、山城国相楽・弟国、二つの地名の起源として記す。原文を上げると以下の
通り。〈相楽〉 　到
二山城国之相楽
一時、取
二懸樹枝
一而欲
レ死。
　　　　故、号
二其地
一謂
二懸木
一、今云
二相楽
一。
〈弟国〉 　又到
二弟国
一之時、遂堕
二峻淵
一而死。
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　　　　故、号
二其地
一謂
二堕国
一、今云
二弟国
一也
二つの地名起源譚は極めて類似した形をもつ。当該説話に記される二つの地名起源については、三浦佑之氏が両地名起源がシンメトリックに描かれていることを指摘した上で、
書紀が（中略）相楽での経死を記さないことを勘案しても、意識的に結びつけられた伝承であることは明瞭になる。これは、地名起源譚が、信仰や呪性から独立したことを意味している。つまり、信仰的な性格を払拭することで、地名起源譚は文学として「道行き」的伝承に介入し得る必然性 獲得 たのである。地名起源譚は、信仰から文学に衣替えすることによって、その土地から離れて価値 もち た。古事記に語られている多くが そのような性格をもっているとみてよ
い
）（（
（
。
と述べる。三浦氏の指摘するように、相楽・弟国の地名起源譚は対句的に整えられた非伝承的な表現であり、 『古事記』による創作と考えられる。 『日本書紀』がタカノヒメ 死に関し、相楽の地名起源を記さない点も、 『古事記』当該説話の新しさを示している。『古事記』がマトノヒメの死を地名と関連付けるのは、現実に存在する地名と結び付けることで、マトノヒメの死に真実性を付与するため 考えられる。マトノヒメの死を事実として語ることが『古事記』の意図であろ
う
）（（
（
。
マトノヒメ説話で語られる地名のうち、 「相楽」は京都府南東端の相楽郡、 「弟国」は京都府南西部の「乙訓」を指すとさ
れ
る
）（（
（
。このうち「相楽」の地名を『古事記』はマトノヒメの「経死」 （未遂） 起源付け が、 「懸木」が「相楽」になり得
ないことは、既に吉田東伍氏が、
若し原名懸木ならば転じてサカラと為るへき音理之なし、但佐加良加の名義は今之を詳に難し必しも強解せすして可
也
）（（
（
。
と指摘されており、本来、 「相楽」の地名と経死の伝承とは関わりがなかったものと考えられる。また続く「弟国」につい
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て『古事記』はマトノヒメが淵に堕ちたことを「堕国」の地名起源としている。しかし、 「弟国」の「オト」は本来「兄」「大」に対する「弟」 「少」であ
り
）（（
（
、オツ（堕）とは関わりがなかった。 『古事記』に取り込まれることにより、 「弟国」は
「兄国」 「大国」と引き離され、本来の地名の意味を解体されているのである。
マトノヒメの死と結び付けられることで、 「相楽」 「弟国」は王家の伝承の一端に包摂され
る
）（（
（
。このことは「相楽」 「弟国」
の信仰や伝承が王権によって収奪されたことを示していよう。「相楽」 「弟国」の地名起源譚は、既に在地の信仰とは離れたものであり、マトノヒメの死への行路が、天皇の世界の拡充に利用されているのである。
六、まとめ
イハナガヒメ説話に見られる伝承的な説話 話型を利用しながら、マトノヒメ説話は極めて新しい要素によって構成され
ていた。
マトノヒメ説話は、婚姻の失敗を、婚姻を拒否した者の死ではなく、婚姻を拒否された女の死へ収束させ、巧み 主題を
すり替える。そして実在する地名の起源として語られることで、マトノヒメの死は現実性を獲得するのである。
当該説話が志向するのは、在地的な伝承・信仰を継承することではなく、在地的な伝承・信仰を解体し、 『古事記』が構
築しようとする秩序・世界のために作り変えていくことであろう。
また『古事記』は をサホビコ反乱条のサホビメ進言と有機的に繋げることで サホビメ進言を実行する形
で破綻させていた。マトノヒメやサホビメの死の物語は、マトノヒメやサホビメが負う、 ヒコ制や姉妹
婚
）（（
（
といった旧体
制の存在が、新 秩序の中で否定的に作り直された結果であろう。
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サホビメの死後、垂仁天皇の新たな皇后となるヒバスヒメを、 『古事記』が「大后」と称し、サホビメとの間に差異を設
けるのも、 『古事記』によるサホビメを排除の一端であろう。
ヒバスヒメの「大后」の地位は、姉妹であるマトノヒメらの排除の上で成り立つ。ヒバスヒメ・オトヒメが垂仁天皇のも
とに留められ、妹二人が返送されるのは、古代的な婚姻形態が『古事記』の文脈の中で崩壊させられる過程を示していよう。サホビメからヒバスヒメへの皇后の座の転位は、旧体制の否定と密接に関わっている。『古事記』は「ハヂ」を理由とした「自死」という形で、マトノヒメに自ら死を選ばせ、垂仁天皇条の文脈から自発的に退去させる。そして、マトノ の死を王権の負 面としてではなく、マトノヒメ自身 選択として語るのである。
《参考》
・ 『古事記』は山口佳紀、神野志隆光校注・訳、新編日本古典文学全集『古事記』小学館、一九九七年によった。・ 『日本書紀』は小島憲之ほか校注・訳、新編日本古典文学全集『日本書紀』 、小学館、一九九六年によった。
【注】（１）三浦佑之「円野比売の伝承
︱
価値意識の悲劇性
︱
」 （東京大学国語国文学会編「国語と国文学」五三巻四号、一九七六年）
（２）大𦚰由起子「垂仁記の構想（一）
︱
円野比売命の物語的意味
︱
」 （ 『古事記説話形成の研究』所収、おうふう、二〇〇四年）
また尾恵美氏は「 「非時の香の木実」の物語
︱
天皇が求めし理由、甚凶醜き女との関わりから
︱
」 （中京大学「中京大学上代文学論究」九号、二〇〇一年、
四〇頁）において、マトノヒメの死が一度は未遂に終わることに触れ、
特に自殺に追いやる結果となった時点で明らかとなる円野比売命の生命力の強さは、石長比売の持つ恒久の命という性質と結びつき、物語の上で垂仁天皇を心理的に追い込む効 を果たしているのではないだろうか。
と述べる。更に尾氏と同じく 未遂に終わる点に注目した松本弘毅氏は『古事記と歴史叙述』新典社、二〇一一年、三〇〇頁において、
円野比売の横溢する生命力は、死の起源説話における永遠性を人間的に表現したものではないか。彼女を手放したことはやはり寿命規制を意味すると考えるべきであろう。
と述べている。
（３）大𦚰由起子氏（２）前掲書一四六〜一四七頁（４）三浦佑之氏（１）前掲書十六頁（５）藤原茂樹「丹波王女物語覚書」 古事記学会編、古事記研究大系
11『古事記の世界』髙科書店、一九九六年所収、一五〇頁）
（６）西條勉『古事記と王家の系譜学』笠間書院、二〇〇五年、二九九頁（７）戸谷高明『古事記の表現論的研究』新典社、二〇〇〇年、五一四頁
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（８）三浦佑之氏（１）前掲書十八頁（９）神道大系編纂委員会編、神道大系古典編１『古事記』神道大系編纂会、一九七七年（
10）宣長は『古事記伝』 （大野晋編『本居宣長全集』第十一巻、筑摩書房、一九六九年、一〇六〜一〇七頁）において、
浄キヨキ
とは、
種ウ
族ヂ
の貴きを云なるべし、此時に當りて、種族の最貴きは、此女王たちぞありけむ
とするが、血筋が貴いことを「浄」とする他例が見当たらないことからここでは従わない。
（
11）三浦佑之氏（１）前掲書十六頁
（
12）三浦佑之氏（１）前掲書十八頁
（
13）本居宣長（
10）前掲書一〇七頁
（
14）小島憲之ほか校注・訳、新編日本古典文学全集『日本書紀』②、小学館、 九九六年、五七六頁注五
（
15）川上順子「 『古事記』と祭祀伝承
︱
丹波道主王の女たちの物語
︱
」 （古事記学会編、古事記研究大系
11『古事記の世界』所収、髙科書店、一九九六年、八五〜
八六頁）
（
16）川副武胤『古事記の研究』 〈改訂増補版〉至文堂、一九八一年、六十九頁では、サホビメが二王女を推挙しているにも関わらず、四王女が召し上げられたこと
について、 「前段の兄比売・弟比売は、後段の比婆須比売と弟比売命にあたる」とするが、サホビメ進言には「
名は
4
兄比売・弟比売」とあり、エヒメ・オトヒ
メという名の人物が推挙されたとみるのが妥当である 考える。
（
17）本居宣長は（
10）前掲書一三七頁で、 「兄比売」 「弟比売」について、
先ヅ比婆須比賣命は、何處も皆同くして、紛ふことなく、兄比賣とあるも、此ノ王なること論なし、次に弟比賣とあるは、凡てを相照して考フるに、別に一柱の名には非ず、沼羽田入毘賣と、阿邪美入毘賣とを併せて申せる称なり
と述べ、 「兄比売」をヒバスヒメに、 「弟比売」をヌバタニイリビメとアザミニイリビメに てる。また三浦佑之氏は（１）前掲書十六頁において、
兄比売・弟比売こそ、ヒバスヒメと円野比売だったのでないか。そし 、この兄・弟のパターンこそ、古代伝承の基本的な骨子として存在していたと 　みてよい。これは記紀の神話に収められた石長比売と木花之佐久夜毘売の類型伝承とも符合するのである。
と述べ、 「兄比売」をヒバスヒメ・ 弟比売」をマトノヒメに当てる。
（
18）倉塚曄子「兄と妹の物語」 『巫女の文化』所収、平凡社、一九九四年、二三二頁。
また西條勉氏は、 「古事記の意図
︱
隠されたもう一つの物語
︱
」 （菅野雅雄博士古稀記念論集刊行会編『菅野雅雄博士古稀記念 　古事記・日本書紀論究』所収、
おうふう、二〇〇二年、三六〜三七頁）でサホビコ・サホビメの死とヒメヒコ制 終焉について以下のように述べている。
サホビコの考えは、妹と組んでヒメヒコ制の祭政を実現するこ そして、そのために邪魔な垂仁を殺すことだった。 ころが こ もくろみは妹の優柔不断さのために失敗してしまう。ヒメヒコ制のヒメは兄（弟）と固い絆で結ばれ、かつ、神の妻としてそ 守護神に仕える神聖な巫女でなければならないが、サホビメは天皇の妻になっており、しかも、かれを深く愛している。サホビメは、すでにヒメヒコ制のヒメたる資格を無くしているわけである。この場合、天皇 家父長的な体制のシンボルである ら、サホビコ 垂仁は、単にサホビメの兄 夫 いう個人的なレヴェルではなく、ヒメヒコ制と家父長制を代表するキャラクター して設定されているとみてよいだろう。すると、サホビメが〈引き裂かれ 女〉であ のは、単に男女の三角関係ばかりではなく ヒメヒコ制と家父長制のあいだで いわば制度的なものによって引き裂か ていることになる。こ ダブルバインド（二重拘束）状況は、サホビメの破滅と引き換えに悲劇的なかたちで解消されることになるが、それは、いうま もなくヒ ヒコ制から家父長制への転換を意味す サホビメの悲劇は、ヒメヒコ制という古い政治システムの終焉にほかなら かったのである
（
19）藤原茂樹（５）前掲書一六一頁
（
20）三浦佑之氏（１）前掲書二三〜二四頁
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（
21）松本弘毅氏（２）前掲書一四一頁には以下のようにある。
起源譚とは、伝承と今現にあるコトやモノが相互に補助し合う構造を持つ。伝承は単にそのコト・モノの来歴を述べるだけではなく、その神聖性をも保証する。同時に、コト・モノ（地名や諺など）は単に伝承の結果として残されているのではない。現実に存在することで述べられてきた伝承を迫真にする機能を持っているのである。伝承と現実のコト・モノは相互凭れ掛かる形で神聖性・真実性を互いに保証してい といえる。
（
22）山口佳紀、神野志隆光校注・訳、新編日本古典文学全集『古事記』小学館、一九九七年、二一〇頁頭注。
（
23）吉田東伍『大日本地名辞書』上方、冨山房、 九三八年、二六四頁には「相楽郡」について以下のようにある。
山城国の南界にして、伊賀国の衆水其東方より会注して郡の中央を貫き凡五里にして北折す、即木津川なり。 （中略）和名抄佐加良加と訓し分ちて七郷と為す（中略）蓋古人往々地名 寄託して旧事を伝ふ、此地佐加良加の名に寄せて懸木の事を伝ふる耳、若し原名懸木ならば転じてサカラと為るへき音理之なし、但佐加良加の名義は今之を詳に難し必しも強解せすして可也。
（
24）小島憲之ほか校注・訳、新編日 古典文学全集『日本書紀』①、小学館、一九九四年、三一五頁頭注十三。また吉田東伍氏は（
23）前掲書一八九頁「乙訓郡」
項において、以下のように述べている。
和名抄、乙訓郡、訓於止久邇、分九郷。此郡は葛野の南に接し西は山脈を以て丹波国（桑田郡）に堺し東は桂川淀川を以て摂津国（三島郡）に堺す（中略）本郡は古へ葛野より分れ乙訓 は弟国（少国の義）の謂な べし、古書に有る人此地に 輿より堕ちて死しければ堕国と命名す弟国と云ふは訛とあるは附会顚末の談のみ、須く自然 事理を弁すべし。 （中略）伊勢国に兄国郷弟国郷相并ぶ参考すべし。
（
25）三谷邦明「古代地名起源伝説の方法」 （土井清民編、日本文学研究資料新集１『古事記・王権と語り』所収、有精堂出版、 九八六年、一九四頁）には以下の
ようにある。
古代王権によって共同体の祭祀権が略奪された時期に 起源 説は誕生するのであっ （中略）地名起源説話は神話的現前性の喪失と共に成立 るという現象とそれは無関係ではないはずである。 〈食う〉 〈見る〉等 いった言葉が支配・占有の意味を持ち、特 天皇に対し 使用されてくるのもその段階からなのであって、地 起源伝説 大和朝廷をはじめとする古代王権による支配と、その発生を
並パラレル
行
に所有しているのである。
（
26）中西進『大和の大王たち』 （古事記を読む３ 角川書店 一九八六年、一二四頁に以下のような指摘がある。
美知能宇斯王の四人の女が垂仁のところに来たという。これは姉妹婚で、けっ 珍しいわけ は い。大山津見神 娘の木花佐久夜毘売と石長比売は姉妹で邇邇芸能命のところへ行ったし、時代が下っても天智の娘の三人までが天武のところへ嫁に行 た。額田王も姉の鏡王と共に天智に嫁入りしたもいわれる。し し、 『日本書紀』で一人 皇后をた るということ 象徴されるように、正妻は一人と う形に整えられてゆき、その結婚観によって姉妹婚は崩壊して行くはずである。姉妹婚のような古代的な婚姻形態と、新しい考えとが衝撃 合った時 石長比売や円野比売 話もでき上ったのではなかろうか。
【付記】　本稿は平成二十四年一月に行われた二松學舎大学人文学会第一〇四回大会の研究発表での口頭発表をもとに大幅に加筆修正したものである。発表また論文作成に際しご教導・ご指導下さいました先生方に厚く御礼申し上げます。
